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I N F O R M AT I O N  F R O M  P O P O L A  K A S U K A B E

ぽぽらだより
P O P O L A 「ぽぽらだより」は、春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）が発行する、

まちづくりや市民活動を広めるためのフリーペーパー（広報誌）です。ぽぽ
ら春日部は、まちの課題に取り組み、市民の暮らしに新たな価値を生む公益
的な活動を応援する施設です。地域のための活動をしている人、始めたい人
がつながっていく場所でもあります。皆さんのご利用をお待ちしています。

TAKE FREE
ご自由にお取りください

まちのことを、はじめる場所。
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　本誌に関するご質問・お問い合わせはこちらから 　  　  048-731-3550　  　popola@kasukabehall.jp

特集！
『ＳＤＧｓと協働の関係は？』
緑の地球クラブ／彩の国環境大学修了生の会／かすかべ案内人の会

News ！
・「オンライン春日部藤まつり 2021」は 4/25（日）公開スタート！
・貸事務所の使用団体を募集中（裏面）

かすかべ環境ネットワークとぽぽら春日部の共催

『第２回かすかべ環境フェア』開催

かすかべ環境ネットワーク会員の日頃の取り組みや活動状況を知り

ながら、身近な環境問題を楽しく学べる展示会です。第 2 回目と

なる今年はぽぽら春日部が共催（3/18 ～ /21）。新型コロナウイル

スの感染拡大防止に留意し、説明者を少数とした展示会になりまし

た。各会員によるパネル展示のほか、食品廃油の回収や春日部大凧

あげ祭り実行委員会による凧の特別展示がありました。



　一昨年に設立 20 周年を迎え
た「彩の国環境大学修了生の会」
は、身近な消費生活の中でもで
きる　3 Ｒ *1 の推進をテーマに、
調査や意見交換等を通じて実践的
な活動をしている市民活動団体
だ。4 つある部会のうちの１つで
ある「生活循環資源部会」では、
近年ＳＤＧｓでも採り上げられて
いる「食品ロス」の問題に取り組
んでおり、ぽぽらフェスティバル
2020 では小中学生に向けて実施
したアンケート調査（意識調査）
の結果等を展示し、食品ロスの削
減に向けた啓発活動を行った。
　また、コロナ禍で予定されてい
たイベントの多くが中止されるな
かでも、ゴミ処理施設と協働して

　観光ガイドや文化財講座、歴史
講演会等の活動を通じて、春日部
の歴史や文化、産業等の魅力を伝
え続けている「かすかべ案内人の
会」は今年 1 月に設立 10 周年を
迎えた。
　設立当初から変わらないおもて
なしの精神で各種事業の開催や春
日部市等の事業への協力・参加を
行ってきたが、昨年は新型コロナ
ウイルスの影響で、やむなく中止
となった事業もあったそうだ。
 しかし、そんな逆境を新たな挑

緑の地球クラブ

自然や生き物への思いやりを

　2003 年 4 月から春日部市内の
植生の保全活動を始めた市民活動
団体「緑の地球クラブ」は、現在
も内牧地区にある２つの雑木林の
下刈りや採伐等の本格的な林業ボ
ランティアの活動を続けている。
　代表の吉田輝子さんは、自然に

関わるボランティア活動を 20 年
近くも続けている理由を「（大変
なこともあるけど）緑が好きだか
ら」と笑って話す。
　ただ、昨年はコロナ禍というこ
ともあり、思うように活動ができ
なかったそうだ。会員の高齢化や

彩の国環境大学修了生の会（生活循環資源部会）

“もったいない”を身近なところから考える

*1  Reduce 減 ら す、Reuse 再 利 用 す る、

Recycle リサイクル

*2 主に家庭で余った食べ物を持ち寄り集め

て、地域の福祉施設等に寄付する活動

かすかべ案内人の会

かすかべを知って、知らせて、引き継ごう

Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓと協働の関係は？
ＳＤＧｓの目標達成には個人の意識改革と日々の身近な行動の積み重ねが必要不可欠と言われています。
ご紹介する市民団体の活動をヒントに、まずは身近な問題に関心を持ち、自分にできることを一緒に考えていきませんか？

ＳＤＧｓは 2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指すための世界共通の目標です。

貧困や格差、気候変動等の複雑に絡み合った社会問題に対応する 17 の具体的なゴール（目

標）が掲げられています。春日部市は「ＳＤＧｓ未来都市」として国に選定され、住み継

がれていく「世代が循環する」持続的なまちの実現を目指しています。

　ＳＤＧｓでは目標 17 で、1 から 16

までの目標を達成するための手段として

「パートナーシップ」の重要性を具体的

に掲げています。複雑な問題に対して、

市民と行政、企業とが価値観を共有し、

手を取り合い「協働」することは目標の

達成に欠かせません。ＳＤＧｓと市民活

動は根底のところでつながっていると、

ぽぽら春日部は考えます。

「フードドライブ *2」を実施し、
集まった食品や食材を近隣の子ど
も食堂に提供する等の活動も行っ
ている。会社員時代に環境部門に
在籍した経験もある部会長の鈴木
純二さんは、「“ 自分たちは何が
できるのか ” ということを市民と
一緒に考えていきたい」と話す。
　食品ロスやプラスチックゴミの
海洋汚染等、私たちが取り組むべ
き環境問題は多い。私たちが環境
問題を身近に考えるために、同団
体の活動が確かな一歩となってい
る。

戦の機会と捉えて参加したぽぽら
フェスティバル 2020 の動画見本
市では、作った動画の視聴回数で
トップを記録。会長の清水久明さ
んは「諦めないで応援してくれた
ぽぽらのスタッフに感謝。IT が
苦手だからこそ大切にしてきた会
員の皆さんの信頼関係が参加の輪
を広げてくれた」と話す。
　持続可能な地域づくりで観光が
果たす役割は多い。地域に根ざし
た歴史的・文化的価値を伝承し、
幅広い年代の交流やつながりを生
み出している活動は、まちに新た
な魅力を加えている。

人手不足という課題もある。それ
でも、「（家の中で）スマホをいじ
るのではなく、青い空を見たり、
木の緑を見たりすることで気持ち
も変わる」と前を向いている。
　今後は、現在の活動場所となっ
ている雑木林でクヌギやコナラ等
の植林や、春蘭等の植物の保護、
鳥類や小動物等の保護活動もして
いきたいとのこと。これまでの

（活動）体験が、「自然を残し、森
を頼りにしている生き物に優しく
したい」という気持ちを一層募ら
せる。森林の劣化を防ぎ、生物多
様性の損失を食い止める活動は、
持続可能な生態系の保全にもつな
がっている。

彩の国環境大学修了生の会【連絡先】

 http://sai-syuryosei.eco.coocan.jp/

かすかべ案内人の会

【連絡先】048 - 761 - 5546（留守電対応）緑の地球クラブ【連絡先】048 - 752 - 8975

T O P I X S  &  I N T E R V I E W I N T E R V I E W 



　モヤタマカフェ
場所：居酒屋 美月（春日部市道口蛭田 136-1 ルネ 2 号棟 1）

4/24（土）10:00 - 12:00

春日部駅

西口

東口

春日部市役所

ララガーデン
春日部

北千住・柏方面
東武動物公園
大宮方面

ぽぽら春日部
（ふれあいキューブ4F）

イベント・セミナーのお申し込み・お問い合わせはこちらから

　048-731-3550　　　　popola@kasukabehall.jp

春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）
年中無休（年末年始を除く）　9:00 〜 21:30
TEL　048-731-3550　   FAX　048-734-1605

〒 344-8578　埼玉県春日部市南 1-1-7 ふれあいキューブ 4 階

http://kasukabe.genki365.net/
https://www.facebook.com/popolakasukabe/

※当施設の会議室を利用するには、「団体登録」が必要となります。登録には窓口での
　ヒアリング及び登録申請書、団体の規約、名簿、活動実績等の資料の提出が必要と
　なります。詳しくは上記窓口にお問合わせください。
※交流・ミーティングスペース、キッズスペースなどは、団体登録なしにどなたでも
　ご自由にご利用いただけます。

※東武スカイツリーライン / アーバンパークライン「春日部駅」下車。西口徒歩 5 分。
※駐車場（有料）は数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

新規登録団体情報

ボシュウ

オシラセ

　前号以降に新規登録された団体さんをご紹介します。センターでは積
極的に団体同士の交流やマッチングを行っております。それぞれの団体
の活動内容を館内に配架してある団体ファイルなどでチェックし、ご関
心のある方はいつでもセンター窓口にお問い合わせください。

●二桜会　●春日部市ふれあい大学校友会グラウンド・ゴルフ部　
●史跡めぐりサークル（順不同）

交流・協働

オンライン対応

オンライン市民活動のすすめ方
オンライン座談会ホウコク

過去の開催やモヤ友は
こちらからチェック！

　　貸事務所の使用団体を募集！
ボシュウ

募集対象：ぽぽら春日部の登録団体で、他団体と協働する意欲のある団体
使用期間：1 年間（最長 5 年まで）
使用時間：ぽぽら春日部の開所時間（9:00 〜 21:30）　※休所日は年末年始のみ
使用料　：月額 16,000 円（税込）
広　さ　：約 8㎡（2m × 4m）完全個室
主要設備 ：事務机、事務用イス、折りたたみイス 2 脚、打ち合わせテーブル、
　　　　　ロッカー、有線 LAN および電話回線は配管のみ、電気コンセント等

　NPO 団体や市民活動団体の皆さま専用のオフィススペースを貸し出
しています。活動に必要な最低限の設備は整っていますので、事務作業
はもちろんプロジェクトルームとしてもご利用いただけます。他団体と
の協働や専門家のアドバイスを受けながら活動を広げていきたい団体の
皆さまは貸事務所のご利用を検討してみてはいかがでしょうか？

場が人を集め、人が活動を生み、活動がまちを変える

要予約 オンライン

　モヤモヤカフェが登録団体「タマムシの会」と
コラボレーション！『モヤタマカフェ』を開催し
ます。タマムシの会は、豊春地区で地域の人と人
とを繋げる場「タマムシカフェ」を毎月開催して
います。緊急事態宣言下で開催を延期していた今
年のモヤモヤカフェは初の出張開催として豊春地
区からスタートします。
　現地開催ではありますが、３密を避けるために
オンラインでの参加のご協力をお願いします。ゲ
スト（モヤ友）および参加方法の詳細はホームペー
ジおよび Facebook 等にてご案内します。

　緊急事態宣言が延長さ
れ、未だ施設の利用の制
限が続く 3 月 13 日（土）
に、ぽぽら春日部の呼び
かけによりオンライン座
談会を開催しました。
　昨年一年間で急速な広
がりを見せたオンライン
活用ですが、一方で新し
いコミュニケーションの形にまだまだ慣れない現状もあります。コロナ
禍においても積極的にオンラインを活用し、地域での活動に取り組んで
いる実践者の方々をつなぎ、IT を活用した市民活動の広め方と今後の
連携可能性について意見交換を行いました。
　ぽぽら春日部では、引き続き市民活動・地域活動におけるオンライン
活用をサポートしていきますので、オンライン活用にお悩みの市民団体
の皆さまは事務局までお問い合わせください。

　※感染拡大の状況によりイベントが変更・中止となる場合があります


